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〜発行者からのお知らせ〜            

23年度から、Web サイト湘北 SDGs
を開設し、授業や大学全体の取り組みを

紹介しています。 
 

ニュースレターでは、           
Web サイトに掲載した記事の中から、 
学科の授業や部門ごとの活動を、    

カテゴリー別にまとめて紹介していきます。 
 

今後とも湘北短期大学は        
地域に根ざした教育機関として    

「Think  Globally, Act Locally」を 
合言葉に、社会課題の解決にむけて  

持続可能な未来の創り手を       
社会に送り出してまいります。 

 
プレスリリース 

UNAI 加盟承認 
（2025 年 8 月 27 日） 

 

 
 

 
 

UNAI に関する詳しい情報は 
こちらからご覧ください 
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国連アカデミック・インパクト 

（United Nations Academic Impact）に加盟しました 

2025 年 7 月、国連アカデミック・インパクト（UNAI）への本学の加

盟が承認されました。 

日本の単独の短期大

学としては初の加盟で

す。国連アカデミック・イ

ンパクト（UNAI） 

は、2010 年に設立さ

れたアウトリーチ型の取

り組みで、高等教育機

関が国連の目的と理念

の実現、すなわち人権

の促進と保護、教育への

アクセス、持続可能性、紛争解決の推進などを支援し、貢献することを目

的としています。現在、UNAI には、世界 153 か国、1,700 以上の機

関が加盟し、学生、研究者、科学者、教育関係者のネットワークが作ら

れています。加盟機関にはアカデミック・インパクト 10 原則のいずれかを選

択し、毎年１つ以上の取り組みを報告することが求められます。 

本学が全学の教育活動に本格的に SDGs をとり入れてから 4 年目を

迎えます。国連のグテーレス事務総長が 2010 年の UNAI 創立 10 周

年に寄せたメッセージで「教育は、世界を進歩させる最大の原動力の一つ

です」と述べられているように、社会を変革していくには教育の力が重要で

す。本学は「社会でほんとうに役立つ

人材を育てる」という建学の精神の

もと、今回の UNAI 加盟を契機に、

学内での教育のみならず、国内外の

加盟機関との連携や、学生参加型

の企画立案などを通じてより一層充

実した教育活動を行ってまいります。 

（リベラルアーツセンター 簗瀨千詠） 

UNAI発行の加盟承認書 

本学に使用が認められた 
UNAI の公式ロゴ 

https://www.un.org/en/academicimpact
https://www.academicimpact.jp/about/about_principle/


 

【大学の取り組み】 生理用ナプキン無料配布 ー生理用品が手に入りにくい女性のためにー 

（2025 年 5 月） 

5 月 28 日は世界月経衛生

デーです。この日、本学では、女

性と女児の地位向上を目指し

て活動する奉仕組織「国際ソロ

プチミスト厚木」（和田まゆみ会

長）から生理用ナプキン

(3,000 個）の寄付をいただき

ました。 

国際ソロプチミスト厚木は、国

際ソロプチミストアメリカのプログ

ラムを地域で実践している組織

です。今回は、この組織が推進

する、あらゆる年齢層の女性が

教育や経済的自立を目指す中

で直面する様々な障害に焦点を当てたプロジェクト「Uplift HER」の一環として、厚木市だけでなく本学にも

寄付のお声かけをいただいたものです。 

「生理用品が手に入りにくい学生を対象に」とのお話しでし

たが、ナプキンを必要とする学生が自由に利用できる配布方

法でも良いかどうかご相談したところ、ご快諾いただきましたの

で、学内の 11 箇所の女子トイレ（多目的トイレを含む）に

設置しました。女子学生にはポータル配信の一斉連絡で案内

し、アンケート調査も実施しました。「トイレにあると安心」「急

な生理の時に助かる」などの意見が寄せられています。あわせ

て、生活プロデュース学科 1 年生の「生活と SDGs」や 2 年

生の「現代女性の社会学」の授業でもこの取り組みについて

採り上げ、生理用品から世界の女性が抱える課題を学ぶきっ

かけづくりも行いました。 

国際ソロプチミスト厚木の「ソロプチミスト夢プログラム」の①

夢を生きる、②夢の扉賞、③夢を拓くなどの教育・訓練賞のう

ち、特に「夢の扉賞」は、例年、本学の学生が応募し、支援を受けている賞です。今回のナプキンの配布にあわ

せて「ソロプチミスト夢プログラム」の案内も、女子トイレ内に掲示しています。  

これまで、急に生理が来てしまったが十分なナプキンを持っていない学生には、学内の売店で購入する方法を

案内していましたが、営業時間外には対応できないという課題がありました。教務・学生部では、学生のみなさ

んの健康と福祉を支援し、学生生活をサポートできる環境整備に努めています。突発的な生理に対応できるよ

うにすることで少しでも心の負担が軽減できればとの思いでこの取り組みを実施しました。このような取り組みや

支援団体などを知ることにより、身近なところから SDGs に興味を持ってくれる学生が増えると良いと思います。                        

（教務・学生部） 

学内の女子トイレ 11箇所に設置 

国際ソロプチミスト厚木の皆さんと和田まゆみ会長（右から 3人目） 
本学 教務・学生部 小池係長（左から 3人目） 本学にて 
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←国際ソロプチミスト厚木の 
公式 HP はこちらから 


